
市長日記

種をまく
市　政
コラム

無料の相談窓口をご案内します

CONSULTATION

相 談

休日当番医� 午前８時 30 分～午後５時 休日歯科当番医� 午前９時～正午

※電話でご確認の上、受診してください。国東市民病院（ 67-1211）、あおぞら病院（ 72-0455）は救急病院です。

国東市副市長　中野 茂

12/18 国見病院 国見町伊美 82-1251
松原医院 武蔵町古市 68-0010

12/25 はるかぜ医院 国見町大熊毛 89-9414
牛嶋内科・胃腸科クリニック 武蔵町古市 69-0889

12/30 富来K.クリニック 国東町富来浦 73-3010
たてわき眼科 武蔵町糸原 69-0111

12/31 国東中央クリニック 国東町北江 73-2200
メープル尽クリニック 安岐町下原 67-2800

１/１ 松木医院 国東町岩屋 72-0345
朝倉内科医院 安岐町中園 67-2012

１/２ 堀田医院 国見町伊美 82-0490
あおぞら病院 国東町小原 72-0455

１/３ 福永胃腸科外科医院 国東町鶴川 72-3001
松原医院 武蔵町古市 68-0010

１/８ 末綱クリニック 国東町田深 72-0433
定村内科医院 安岐町塩屋 67-2127

１/９ 国見病院 国見町伊美 82-1251
あさひクリニック 国東町綱井 72-0365

12/18 川野歯科医院 武蔵町古市　 68-1574
12/25 歯科原田医院 杵築市南杵築 0978-62-2460
12/29 栗林歯科医院 国東町鶴川　 72-0038
12/30 脇歯科医院 速見郡日出町 0977-72-7113
12/31 宮本歯科医院 杵築市杵築 0978-63-3033
１/１ さいとう歯科医院 安岐町塩屋　 67-2980
１/２ 岐部歯科医院 国見町伊美　 82-0078
１/３ 山下歯科医院 速見郡日出町 0977-28-0058
１/８ 矢野歯科医院 安岐町瀬戸田 67-0499
１/９ 一宮歯科医院 速見郡日出町豊岡 0977-72-2509

⃝行政相談
行政などへの苦情や意見、要望を受け、その解決や実現を
促進します。
日　時 12/14㈬　午前10時～正午
場　所 アストくにさき、武蔵保健福祉センター

問 大分行政監視行政相談センター　 097-532-3715

⃝障がい者福祉相談
障がい者のための総合相談窓口です。ご家族からの相談も
可能です。
日　時 12/13㈫　午後１時30分～３時
場　所 アストくにさき
日　時 12/20㈫　午後１時30分～３時
場　所 隣保館
日　時 12/27㈫　午後１時30分～３時
場　所 安岐総合支所

問 福祉課　障がい者支援係　 72-5164

⃝民事・家事手続き案内��※前週金曜までに要予約
裁判所の利用や申立手続などについて説明・案内します。
日　時 １/11㈬　午前９時30分～午後３時30分
場　所 アストくにさき
申・問 大分地方・家庭裁判所杵築支部　 0978-62-2052

【県の新型コロナウイルスに関する相談窓口】
新型コロナウイルス相談窓口

097-506-2775（24時間対応）
新型コロナウイルスの全般的な相談窓口です。
東部保健所 国東保健部　 72-1127
新型コロナウイルスに感染した疑いがある場合など。

⃝こころの相談��※３日前までに要予約
こころの悩み、人間関係、家族との問題など、つらい気持
ちを伝えてください。
日　時 12/15㈭　正午～午後１時
場　所 東部保健所　国東保健部
申・問 東部保健所　国東保健部　 72-1127

⃝行政書士会無料相談��※要予約、１組30分以内
遺言・相続、在留資格、法人設立、各種許可申請など、お
気軽にご相談ください。
日　時 12/15㈭　午後１時～３時
場　所 安岐中央公民館
申・問 大分県行政書士会杵築支部　 0977-72-3001

⃝消費生活出張相談��※要予約
消費生活に関するトラブルについて、解決に向けた助言や
情報提供を行います。
※市活力創生課では随時相談をお受けしています。
日　時 12/19㈪　午前10時～正午
場　所 みんなんかん
申・問 国東市消費生活センター　 72-5183

⃝大分県よろず支援拠点��※要予約
専門家が販路開拓や資金繰りなど、幅広い経営相談に応じ
ます。
日　時 12/21㈬　午前10時～午後４時
場　所 国東市役所
申・問 国東市商工会　 72-2000

【ワクチンの副反応に関する相談窓口】
大分県新型コロナワクチン副反応等専門相談窓口

097-506-2850（午前９時～午後６時）
ワクチン接種後の副反応について専門的な相談に応じます。

　子どもの頃、海岸にはたくさん
の黒い砂（砂鉄）がありました。
白い砂と層になっていて、吹きだ
まりは厚い層になっていました。
　旧国東町の職員だった当時、弥
生のムラ建設事業の現場で地表か
ら１mくらいの位置に、砂鉄のよ
うな黒い層を見つけました。専門
職員に聞くと、「国東町川原地区
では中世の製鉄炉跡が発見されて
おり、砂鉄を原料としていたので

はないか」とのことでした。また、
国見町鬼籠には、鬼神太夫・紀

きの
新
しん

太
だ
夫
ゆう
行
ゆき
平
ひら
の話が伝わっています。

行平は平安時代末期から鎌倉時代
前期の刀工で、後鳥羽上皇の御

ご
番
ばん

鍛
か
冶
じ
を務めたともいわれています。

　平成25年から、弥生のムラで
は「たたら製鉄講座」を開催して
います（写真）。玉

たま
鋼
はがね
の塊はなか

なか採れないとのことでしたが、
ついに10月７日の操業で250g程

度の玉鋼の塊を含む2.4kgの鉧
けら
が

採れたと聞きました。
　国東半島には「タタラ、赤

あか
禿
はげ
、

カジヤ、金ワキ」など地名が残っ
ており、先人はたたら製鉄や鍛冶
に取り組んでいたと思われます。
この技術の再
現が国東の再
評価につなが
るように願っ
ています。

国東とたたら製鉄

　
10
月
31
日
の
早
朝
、
旧
西
武
蔵
小
学
校
隣
の

農
村
広
場
（
安
岐
町
富
清
）
で
開
か
れ
た
早そ
う

生せ
い

桐ぎ
り
の
植
樹
祭
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
安
岐
中
央
小
学
校
６
年
生
の

26
名
も
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
を
抑
制
す
る
た
め
、
今
年
の
１

月
21
日
に
九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の

馬ま

奈な

木ぎ

俊
介
先
生
と
国
東
市
長
の
私
と
で
、
地

方
自
治
体
で
は
全
国
初
の
「
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
と
は
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排

出
量
と
森
林
な
ど
で
の
吸
収
量
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
か
ら
さ
ら

に
一
歩
進
ん
だ
、
吸
収
量
が
排
出
量
を
上
回
る

状
態
を
い
い
ま
す
。
馬
奈
木
先
生
の
ご
指
導
や

関
係
す
る
い
ろ
い
ろ
な
方
の
ご
協
力
で
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
国
東
市
が
全
力
で
取
り
組
む

と
宣
言
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
上
回
っ
た
分

は
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
企
業
な
ど
に
販
売
し
よ

う
と
い
う
の
で
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
国
東
市
は
人
口
が
少
な
く

山
ば
か
り
で
木
が
多
い
の
で
、
Ｃ
Ｏ
２
を
ど
ん

ど
ん
吸
収
し
、
酸
素
を
排
出
し
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
成
木
に
な
っ

た
木
は
ほ
と
ん
ど
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
な
い
そ
う

で
す
。

　

そ
こ
で
、
耕
作
放
棄
地
や
荒
れ
た
里
山
の

雑
木
な
ど
を
伐
採
し
、
そ
こ
に
成
長
が
早
く

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
能
力
が
高
い
早
生
桐
を
植
え
る

の
で
す
。
５
年
後
、
成
木
に
な
っ
た
桐
の
木
を

伐
採
し
て
販
売
し
、
そ
の
切
り
株
か
ら
芽
が
出

て
大
き
く
な
る
ま
で
に
吸
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
は
排

出
枠
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
と
し
て
企
業
な
ど
に
販

売
し
て
、
そ
の
利
益
を
山
の
所
有
者
に
も
還
元

す
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
①
地
球
温
暖
化

の
抑
制
に
貢
献
で
き
る
、
②
耕
作
放
棄
地
や
里

山
の
所
有
者
に
も
利
益
が
還
元
で
き
る
、
③
荒

れ
た
里
山
が
管
理
さ
れ
た
本
来
の
里
山
に
戻
る

と
、
ま
さ
に
一
石
三
鳥
な
の
で
す
。

　

今
日
は
、「
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
宣
言
」

の
記
念
す
べ
き
第
一
歩
と
な
る
日
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
今
日
の
こ
の
日
の
こ
と
を
覚
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
５
年
後
に
あ
な
た
た
ち
が

高
校
生
に
な
っ
た
頃
、
皆
が
植
え
た
こ
の
桐
の

木
が
、
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
す
る
仕
事
を
終
え
、
販

売
さ
れ
て
地
元
に
利
益
を
も
た
ら
し
、
次
の
サ

イ
ク
ル
に
入
っ
て
い
く
の
で
す
。
あ
な
た
た
ち

は
そ
の
証
人
で
す
。

カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
宣
言
植
樹
祭

国
東
市
長
　
　
三
河
　
明
史
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